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一位置と環境

1 ．地理的環境

（1 ）位置と地形（第1図）

阿蘇の成り立ちと自然阿蘇地方は、熊本県北東部から大分県西部・宮|崎県北西部にかけての、阿

蘇山を中心とする地域を指す。阿蘇山は九州本島のほぼ中央に位置しており、中央火口丘群・カルデ

ラ・外輪山から構成される。

阿蘇山は約27万年前･ 14万年前・ 12万年前･ 9万年前の計4回、大規模な火山活動を起こした。

それぞれ阿蘇-1 ･ 2 ･ 3 ･4と呼ばれるが、特に阿蘇-4は激しく、その火山灰は北海道にまで及

んでいる。 これらの活動は地下にあった大量のマグマを地上に放出し､カルデラと外輪山を形成した。

第1図阿蘇地域の地形と平原古墳群の位置
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また、その後のカルデラ内における火山活動により中央火口丘が形成された。
オl こだけ えぽし きじま

中央火口丘はいくつかの山から構成されており、そのうち根子岳・高岳・中岳・烏帽子岳・杵島岳
ごがく

は阿蘇五岳と呼ばれている。最も高いのは高岳で、標高は1592.3mである。また、中岳は現在も火

山活動を続けており、その火口には多くの観光客が訪れる。

阿蘇カルデラは東西18kln、南北25klllの楕円形を呈しており、国内では北海道の屈斜路カルデラに

次いで2番目の規模を誇る。カルデラ内は人々の居住区域となっており、 このことが阿蘇カルデラの
穴んごう

大きな特徴といえる。カルデラは中央火口丘によって南北に分断され、北側は阿蘇谷、南側は南郷谷

と呼ばれる。標高はともに400～500mほどである。両者の違いはカルデラ縁の様子にみることがで

きる。阿蘇谷側のカルデラ縁は標高が600～800mで、平坦な地形が広がっている。対して南郷谷側

のカルデラ縁は標高が900～1200mと高く、起伏の激しい地形となっている。 これはカルデラ北側

の斜面が緩やかであるのに対し、南側の斜面が切り立っていることに起因する。
しら

それぞれの谷には、黒川と白川が東から西に向かって流れている。 これらはカルデラ西端で合流し
たての

て白川となる。 白川はそのまま西に向かい、カルデラ壁の切れ目である立野火口瀬から熊本平野へ流

れ出て、有明海に注いでいる。その他にも、外輪山北西部には有明海に注ぐ菊池ﾉ| |が、外輪山東部に

は別府湾に注ぐ大野川が流れている。 このように、阿蘇山は九州を流れる主要な河川の源流域となっ

ており、北部・中部九州における分水界を形成している。

地質調査やボーリング調査から、カルデラ内では少なくとも3回、カルデラ湖が形成されたと考え
く ぎ ひ）

られている。 これらは、古阿蘇湖・久木野湖・阿蘇谷湖と呼ばれる。古阿蘇湖は、カルデラ形成直後

に生じ、立野火口瀬から水が流れ出たことで消滅した。存在していた期間ははっきりしない。久木野

湖と阿蘇谷湖は、一度開いた立野火口瀬が中央火口丘から流れ出た溶岩でせき止められたことにより

生じた。久木野湖は南郷谷、阿蘇谷湖は阿蘇谷で形成された。久木野湖は約4万年前に消滅したと推

定されるが、阿蘇谷湖は縄文時代早期あたりまで存在していたと思われる。

阿蘇地方は山地型気候区に属する。四季を通じて気候の変化が激しく、 1月と8月の平均気温の差

は20℃以上ある。夏は涼しいが冬の寒さは厳しく、 ときおり激しい降雪に見舞われる。また、梅雨

期の降水量が非常に多く、 このことは阿蘇に豊富な水資源がある要因となっている。

阿蘇山周辺には、火山活動の影響により多くの温泉が存在している。 これらの温泉は地元の人々に

多く利用されており、特に阿蘇谷西部の内牧地域は温泉街として栄えている。また、外輪山に広がる

高原地帯は放牧に利用されている。 （森）

平原古墳群さて、今回調査対象とした平原古墳群はこうした阿蘇地方に所在する古墳群の1つで
だいかんぽう

ある。それは阿蘇谷北部にあり、遠見ケ鼻（大観峰） と象ケ鼻を直線で結んだほぼ中央、外輪山山麓
おくら

の丘陵先端に位置する。西側の小倉地区と東側の山田地区に跨っており、その標高は500～530mで

ある。丘陵の南側には黒川が流れている。古墳群が立地する丘陵は植林された針葉樹（杉）に覆われ

ており、大きな土地改変はなされていない。古墳群の南側には県道213号線（内牧坂梨線）が通って

おり、跨っている両地区の集落へと通じる。平原古墳群の南東、阿蘇谷の平地部には中通古墳群が存

在し、樹木がなければお互いに視認することができると思われる。 （片山）

（2）地質

鮮新世（約520万年前～160万年前）の初期から更新世（約160万年前～1万年前）後半にかけて、

阿蘇地方では数多くの火山が活動していた。 これらはカルデラ形成の原因となった「阿蘇外輪火山」

であり、阿蘇山誕生後に形成された「阿蘇外輪山」 とは異なるものとされる。現在の鞍岳、尾ノ岳、
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第2図平原古墳群周辺表層地質図
せいえいざん たかじようや かんむりがだけたわら

遠見ケ鼻（大観峰)、清栄山、高千穂野、冠ヶ岳、俵山などは火山活動後に残された阿蘇外輪火山の

一部である（渡辺2001)。

現在の阿蘇カルデラは、阿蘇外輪火山の4回に渡る火山活動（約27万年前・14万年前・ 12万年前．

9万年前）により火砕流が発生し、陥没したことで生じた。 4回の火砕流を総称して「阿蘇火砕流」

と呼ぶ。その火砕流の規模は九州に存在する大きなカルデラのなかでも最大級であり、噴出物は北部・

中部九州全域を数mから数十mもの厚さで覆い尽くした。

カルデラ内の平地と外輪山とを区切るおよそ300～900mの急崖をカルデラ壁と呼ぶ。阿蘇外輪山

の上部にある岩石は阿蘇外輪火山の噴出物であるが、それより下層は阿蘇外輪火山より古い火山体、

あるいはその噴出物である。 これを裏付けるようにカルデラ壁には阿蘇山誕生以前の岩石が露出して

いる。両者はマグマの性質も異なっており、阿蘇外輪火山より古い火山体の噴出物は「先阿蘇火山岩

類」として阿蘇山の岩石と区別される。なお､先阿蘇火山とは約27万年前の大規模な噴火（阿蘇－1）

以前のものを指す。

阿蘇カルデラにはいくつかの円弧がみられ、平原古墳群のある阿蘇市山田地区はその外輪円弧のひ

とつに位置する。表層は大観峰付近のカルデラ壁に露出する輝石角閃石デイサイト火砕岩（安山岩質

岩石）であり、先阿蘇火山岩類である（第2図)。露出が限られており、その産状ははっきりしない。

カルデラおよび中央火口丘群周辺の土壌の多くは噴火に伴う火山噴出物からなり、最上部には火|｣_I

灰が堆積している所が多い。 この厚い堆積物のほとんどは「黒ボク土居」である。阿蘇地方の地層は

最上層が黒ボク土居であり、その下はアカホヤ層、ローム層、そして姶良丹沢火山灰層という'|頂になっ

ている。阿蘇中央火口丘群の岩石は多種多様であるが、大部分は輝石安山岩である。

なお､阿蘇火砕流堆積物のひとつである溶結凝灰岩は古くから人々に活用された。例として眼鏡橋、

鳥居、石塔、そして石風呂などがあげられる。古墳時代には阿蘇溶結凝灰岩で作られた石棺が瀬戸内

から近畿地方にまで運ばれたこともよく知られている。 （中村）
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2．歴史的環境

（1）弥生時代以前

旧石器時代現在のカルデラが形成された9万年前の噴火以降、中央火口丘群を形成する火山活動

が始まったが大規模な火砕流噴火は発生しなかった。外輪山上部では、少なくとも3万2千年前には

ササ属を中心とした草原環境が広がり、徐々に周辺の生態系は回復したとみられる。カルデラ内では

場所と時期は異なるが少なくとも3度にわたるカルデラ湖の形成が確認されている。 このような自然

環境から、人々の活動の場はカルデラ内の標高が低い土地ではなく、外輪山上部やその周辺に求めら

れた。阿蘇地域の旧石器時代の遺跡はこのような場所で発見されている。また、カルデラ周辺には湧

水と石器石材の露頭が点在する。このことから、 旧石器時代の阿蘇地域には石材を求める人々のキャ

ンプ地があったと推測される。なかでも、阿蘇谷北側のカルデラ壁に位置する阿蘇市象ヶ鼻遺跡群の

近くには、石器石材として利用されたガラス質溶結凝灰岩の原石露頭が確認されている。

縄文時代カルデラ直下には大分一熊本構造線があり、活断層がカルデラ最西部の立野地域に集中

していることがわかっている。長年にわたる断層活動と河川による浸食作用によって、現在の立野火

口瀬の辺りに切れ目が生じてカルデラ湖の水位が低下した。少なくとも7300年前のアカホヤ火山灰

の降下前にはカルデラ湖は消滅していたと考えられる。 しかし、カルデラ内には依然として湿地が広

がり人々の生活の場としては不向きであったため､カルデラ内への進出は困難であったと推測される。

縄文時代の遺跡はカルデラ内の標高470～480m、外輪山斜面の標高520～740mに点在している。

複数時期の土器が出土する遺跡と、一時期の土器のみが出土するか土器はなく石嫉のみが出土する遺

跡とに分けられる。前者の遺跡では長期間生活が営まれていたと考えられる。一方、後者の遺跡は狩

猟や採集の際の一時的なキャンプ地だと考えられている。

阿蘇地域では縄文時代草創期から晩期までの土器が見つかっており、全時期を通して人々の生活が

営まれたことが判明している。阿蘇地域固有の土器は発見されていないが、西からは白川を遡った曽

畑式士器が、東からは大野川をつたった瀬戸内地方の船元式土器と強い関係を持つ土器群などがもた

らされている。 このように、阿蘇地域は九州の東西をつなぐ結節点であった。

弥生時代縄文時代のカルデラ湖消滅以来、カルデラ内は湿地から徐々に人間が住みやすい環境に

変化した。 このことにより、人間のカルデラ内への進出が容易になったと推測される。弥生時代の遺

跡は標高400～500mの外輪山麓、黒川の自然堤防上や火口丘の微高地に分布している。前期の様子

はあまりわかっていないが、中期以降、特に後期に入ると遺跡が爆発的に増え、規模も大きくなる。

南郷谷に比べ阿蘇谷の方がはるかに多く遺跡が確認されており、なかでもその西側に集中している。

このような差を生む原因として考えられているのが、ベンガラの存在である。ベンガラとは赤色顔料

のことで、褐鉄鉱（リモナイト）の粉末を焼くことで生成される。阿蘇谷の西側にはベンガラの原料

となる沈殿褐鉄鉱床が広がっていることが明らかになっているが、南郷谷ではその存在は確認されて

いない。褐鉄鉱は現在も採掘されており、その場所は阿蘇市明神山遺跡として知られている。明神山

遺跡の周辺には、箱式石棺の中から大量のベンガラが見つかった阿蘇市下山西遺跡など多くの弥生時

代遺跡が存在している。下山西遺跡出土の石棺中からは小型佑製鏡、銅鍼、鉄剣、ガラス勾玉が出土

した。ガラス勾玉の原料は鉛バリウムガラスであることがわかっている。 この素材は中国由来のもの

であり、北部九州ではこの素材を用いたガラス製品製作の痕跡が確認されている。なお、阿蘇市小野

原遺跡群でも同じ原料のガラス勾玉が出土している。周辺には、阿蘇市鏡山下遺跡や同市下の原A遺

跡などの青銅器出土遺跡があることからも、北部九州との交易の存在がうかがえる。北部九州と内陸
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の山間部に位置する阿蘇地域との交易を支えていたもののひとつが、阿蘇地域に産するベンガラであ

り、大きな役割を果たしていたと推測される。

下山西遺跡出士の箱式石棺の例が示すように、ベンガラは葬送儀礼の際、石棺に塗布され使用され

る。箱式石棺は下山西遺跡や阿蘇市宮山遺跡の調査によって、弥生時代後期には既に阿蘇地域に存在

していたことが明らかになっている。古墳時代に入ってからも、箱式石棺は方形周溝墓や小規模な円

墳の主体部として使用される。阿蘇谷では阿蘇市番出1号墳、同市大石平古墳など、南郷谷では高森

町中大村方形周溝墓などが具体例としてあげられる。

ベンガラと同様に阿蘇谷西側で大量に出土するのが鉄製品である。鉄製品出土遺跡としてあげられ

るのが、阿蘇市狩尾遺跡群や前述の下山西遺跡、小野原遺跡群などである。鉄製品が1500点以上出

士している小野原遺跡群と318点出土した狩尾遺跡群ではそのほとんどが包含層や遺構埋士中からの

出土である。その上、再加工品は確認されていない。 このことは、鉄製品は再利用せずに廃棄するこ

とのできるありふれたものであったということを示している。 このような浪費ともとれる消費の仕方

から、地金は大陸からの舶来品ではなく、在地で製鉄されたものだとする考えがあるが確証は得られ

ていない。狩尾遺跡群と小野原遺跡群では、複数の鍛冶遺構も見つかっている。一方、南郷谷では鉄
かやのき

製品、鍛冶遺構ともに極端に少なく、鍛冶遺構の存在が想定されるのは南阿蘇村南鵺遺跡と同村柏木
だに

谷遺跡のみである。鉄製品は南鵺遺跡で一定量が出土した以外は数点程度に留まっている。

このように、ベンガラを産し、主要な鉄製品出士遺跡が立地しているのは阿蘇谷西側である。 この

ため、弥生時代の阿蘇地域において、拠点的集落は阿蘇谷西側に存在したと考えられる。 しかし、古

墳時代に入ると様相が一変する。阿蘇谷東側には前方後円墳である阿蘇市長目塚古墳や同市上鞍掛塚

A古墳を含む大規模な古墳が多く造られている。対して、西側では前方後円墳は造られず、少数の小

規模な古墳しか存在しない。 このことから、古墳時代になると阿蘇谷の中心は東側に移り、集落立地

も弥生時代とは異なっていると推測される。 しかし、阿蘇谷東側における集落遺跡の調査事例が少な

く、様相を詳細に把握できない。阿蘇谷における弥生時代から古墳時代への勢力の移り変わりは依然

として不明な点が多い。 （富高）

（2）古墳時代

阿蘇における古墳阿蘇地域は白川上流に位置し､そこにはおよそ260基の古墳が確認されている。

古墳の種類は、前方後円墳、円墳、横穴、方形周溝墓、円形周溝墓、石蓋士塘墓である。

阿蘇地域には56の古墳群が存在する。 このうち、阿蘇谷には中通古墳群をはじめとする18群、南

郷谷に12群、小国盆地に2群、阿蘇外輪山の外側に24群が位置する。

古墳の立地と分布古墳を立地の面からみてみると、①山麓線の丘陵上で見晴らしの良い高所に存

在するもの、②カルデラ内の平坦地に位置するもの、③谷あいの斜面に位置するものの3タイプに大

別することができる（島津1982)･大部分の古墳・古墳群は①に属し、弥生時代からの集落遺跡とは

立地を全く異にしている。②に含まれる中通古墳群は、阿蘇谷の平地部に位置しており、その規模や

内容からも重要性がうかがえる。なお、阿蘇地域の古墳分布は主に阿蘇谷の黒ﾉ| |流域に集中し、高い

分布密度を示す。南郷谷は阿蘇谷に比べ古墳の分布密度が低い。

古墳時代前期古墳時代前期の阿蘇地域の様相は不明確だが、阿蘇谷では箱式石棺の存在が確認さ

れている。 これは弥生時代後期以来受け継がれてきた在地的な特徴をもつ。箱式石棺は阿蘇谷東側の

カルデラ壁下周辺で多数発見されている。また、阿蘇谷平地部で発見された阿蘇市村下石棺は、その

棺外に二重口縁壺がすえ置かれており、その土器から前期に比定される。 この周囲にも数基の石棺が
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